
高松塚古墳石室石材の強度

１．はじめに

高松塚古墳の石室石材は，現在，仮設修理施設において絵画面を上にした状

態で保管されている。高松塚古墳の石室を再構築するためには，組み上げるの

に十分な強度を石材が有していることが必要である。

石室解体に際しては，石材を把持するために必要な力を検討するため，天井

石１，東壁石１及び閉塞石の露出している面に対して，針貫入試験を実施し，

石室石材の一軸圧縮強さを推定した。今回は，現状の石室石材の強度を把握す

るため，天井石１及び東壁石１に対して針貫入試験を実施し，解体前の強度と

の比較を行った。

２．針貫入試験

針貫入試験には軟岩ペネトロ計 SH70 を用いた。二上山の凝灰角礫岩の強度

は，含水比の増加とともに低下する傾向が認められる。そこで，あらかじめ，

石材表面の任意に選定した点の赤外線吸光度を近赤外水分計により測定した。

石材の含水比は，得られた赤外線吸光度から既知の検量線により求めた。これ

らの含水比測定を行った各点に対し，針貫入試験を実施した。

３．試験結果

針貫入試験の結果を図に示す。黒塗りの記号は解体前に実施した針貫入試験

結果であり，白抜きの記号は今回，修理施設において実施した針貫入試験結果

である。解体前，取り合い部の空間に露出していた石材の含水率は 5～15％であ

った。修理施設の温度と相対湿度はそれぞれ 21℃，55％で保たれており，乾燥

した環境となっている。そのため，石材の乾燥が進み，現状ではその含水率は

ほぼ 2％程度となっている。

解体前においては 25～102 kgf/cm2 の範囲であったが，現状では 43～151

kgf/cm2の間に分布している。平均値では前者が 61 kgf/cm2，後者が 87 kgf/cm2

であった。石材の強度としてはかなり低いものであることが明らかである。

４．今後の予定

石室石材 16 石に対し，測定可能な部位に対して針貫入試験をおこない，現状

の強度を把握するとともに，亀裂や断裂についても記録を行い，石室石材の強

度性状を明らかにしていく予定である。
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